
令和４年度事務事業評価シート

令和５年　月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

SDGsとの関連
該当なし

9ｲﾝﾌﾗ等

○

1貧困

10不平等

2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用

11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段

総入館者数 事業の成果 人 12,932 15,912 17,500

喫茶室営業日数 喫茶室営業 日 214 305 307

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

運営経費へ組み入れ

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

現代作家展 地元作家の紹介 回 2 3 2

地方債

その他特定財源

一般財源 9,130,473 13,281,247

財源合計 9,130,473 13,281,247

13,281,247 運営経費へ組み入れ

会計年度任用職員等

事業費 8,414,037 12,229,346

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

内　　容
美術館における学芸業務の一部及び喫茶室運営管理業務を、(有)コミュニティサー
ビスに委託する。

コ
ス
ト

区  分 令和２年度（決算） 令和３年度（決算） 令和４年度（見込）

人
件
費

常勤職員 716,436

人件費合計 716,436 1,051,901

1,051,901

総事業費 9,130,473

生涯を通じて学び豊
かな心を育むまちづく
り

文化芸術の振興・
保存

文化芸術 町民文化芸術活
動の支援

美術館の充実・活用

関連する個別 計画

4 Ⅱ 7 (2) ②

事 業 番 号 6374 担 当 課 等 社会教育課　美術館

事 務 事 業 名 美術館運営委託事業

会計 01 09 07 04 事 業 開 始 年 度 平成 10予 算 科 目 コ ー ド

目　　的 美術館業務の一部を委託し、美術館運営の効率化を図る。

対　　象 観光客及び町民

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

社会教育課美術館(運営委託事業)



３　令和３年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和５年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

　美術館の運営管理については、学芸業務等実績をあげており、喫茶室運営管理
についても、効率的な業務を実施しているため、継続委託していく。
　新型コロナウイルス感染症等の影響により令和２年度は入館者が減少したが、入館
者数は回復傾向にあり、今後は新型コロナウイルス感染症からの新たな日常に向け
て、感染症対策を徹底した上で事業実施を図る。

令和５年度以降の
方向性

新型コロナウイルス感染症からの新たな日常に向けて、感染症対策を徹底した上で
事業実施を図る。

総 合 評 価 継続（現状維持） 現在の委託形式を継続する。

総 合 評 価 継続（現状維持）
喫茶の原価を落とし、客単価を上げることを研究
してください。

令和４年度の見直し
及び改善

（実績または予定）

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5 町が運営する美術館及び付帯施設の業務のため

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

4 専門的な学芸業務や運営管理業務を委託すること
により、人件費が抑制でき効率的な運営ができる。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 4 展覧会企画や教育普及活動、専門的な店舗経営を

委託することで、円滑な運営ができる。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 4 広く観光客及び町民を対象としている。

令 和 ３ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

新型コロナウイルス感染症の影響が残ったが、一部のイベントを除き、感染症対策を
徹底しながら、実施することができ、美術館事業の円滑な運営に効果があった。

委託・指定管理
導入の可能性 9

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

社会教育課美術館(運営委託事業)



令和４年度事務事業評価シート

令和５年　月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

総入館者数 事業の成果 人 12,932 15,912 17,500

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

特別展 展覧会開催 回 2 1 1

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

一般財源 16,930,020 19,219,014 21,387,032

財源合計 16,930,020 19,219,014 21,387,032

その他特定財源

平松礼二館・常設館企画展 展覧会開催 回 4 4 4

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

事業費 4,561,295 2,893,608 3,920,000

内　　容
　特別展として「蘇る絵画　矢部友衛作品展」、平松礼二館では年４回の展覧会を開
催する。また、常設館でも年４回のゆかりの作品を展示するほか現代作家展も開催す
る。

コ
ス
ト

区  分 令和２年度（決算） 令和３年度（決算） 令和４年度（見込）

人
件
費

常勤職員 5,731,495

人件費合計 12,368,725 16,325,406 17,467,032

総事業費 16,930,020 19,219,014 21,387,032

8,415,211 8,227,032

会計年度任用職員等 6,637,230 7,910,195 9,240,000

目　　的

　湯河原に残された文化遺産を後世に伝える役割を担いながら、観光客や町民が湯
河原の魅力を感じられるよう、美術資料を活用した展覧会を企画する。また、生涯学
習施設として作家展や講座などの充実に努めるとともに、学校と連携して児童生徒の
教育支援を行う。

対　　象 　観光客、町民及び児童生徒

13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段 該当なし

関 連 する 個 別 計 画

SDGsとの関連

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用 9ｲﾝﾌﾗ等

○

10不平等 11都市 12生産と消費

ゆがわら2011プラン
後 期 基 本 計 画

生涯を通じて学び豊
かな心を育むまちづく
り

文化芸術の振興・
保存

文化芸術 町民文化芸術活
動の支援

美術館の充実・活用
4 Ⅱ 7 (2) ②

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド 会計 01 09 07 04

事 業 番 号 6378 担 当 課 等 社会教育課　美術館

事 務 事 業 名 展覧会開催事業

事 業 開 始 年 度 平成 10

社会教育課美術館(展覧会開催事業）



３　令和３年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和５年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和４年度の見直し
及び改善

（実績または予定）

新型コロナウイルス感染症等の影響により令和２年度は入館者が減少したが、入館
者数は回復傾向にあり、今後は新型コロナウイルス感染症からの新たな日常に向け
て、感染症対策を徹底した上で入館者数の増を図る。

令和５年度以降の
方向性

美術館の主要事業であるため、継続実施とする。

総 合 評 価 継続（現状維持） 美術館の主要事業であるため、継続とする。

令 和 ３ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

新型コロナウイルス感染症の影響が残った感染症対策を徹底しながら、実施すること
ができ、美術館事業の円滑な運営に効果があった。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理
導入の可能性 2 町所有の美術品及び借用品のため、直営が望ましい。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 4

　資料を活用した展示及び関連した教育普及活動を
行った。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 4

　美術館の活動を広く一般に公開している。
　また、町民料金を設けることにより、町民に安価で
公開している。

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 4
　町所有の美術品及び借用品のため、直営が望まし
い。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

4
　人件費、必要経費を勘案すると採算性は低いとい
えるが、文化及び観光への貢献度は高いと考える。

社会教育課美術館(展覧会開催事業）



令和４年度事務事業評価シート

令和５年　月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

アトリエ案内参加者 イベントの成果 人 0 0 72

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

一般財源 3,190,975 4,124,622

財源合計 3,190,975 4,124,622 運営経費へ組み入れ

その他特定財源

平松画伯によるアトリエ案内 事業に関するイベント開催 回 0 0 6

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

事業費 98,794 43,270

内　　容
　美術館内に設けた「平松礼二アトリエ」を公開し、併せて平松礼二名誉館長による
アトリエ案内や学芸員による解説を行う。

コ
ス
ト

区  分 令和２年度（決算） 令和３年度（決算） 令和４年度（見込）

人
件
費

常勤職員 1,432,873

人件費合計 3,092,181 4,081,352

総事業費 3,190,975 4,124,622 運営経費へ組み入れ

2,103,803

会計年度任用職員等 1,659,308 1,977,549

目　　的
　子供たちの情操教育や町民の生涯学習に寄与するとともに、観光客の誘致を図
る。

対　　象 　観光客、町民及び児童生徒

13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段 該当なし

関 連 する 個 別 計 画

SDGsとの関連

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用 9ｲﾝﾌﾗ等

○

10不平等 11都市 12生産と消費

ゆがわら2011プラン
後 期 基 本 計 画

生涯を通じて学び豊
かな心を育むまちづく
り

文化芸術の振興・
保存

文化芸術 町民文化芸術活
動の支援

美術館の充実・活用
Ｐ137 4 Ⅱ 7 (2) ②

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド 会計 01 09 07 04

事 業 番 号 6405 担 当 課 等 社会教育課　美術館

事 務 事 業 名 アトリエ公開事業

事 業 開 始 年 度 平成 30

社会教育課美術館(アトリエ公開事業）



３　令和３年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和５年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和４年度の見直し
及び改善

（実績または予定）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、アトリエ案内を一時中止とし、密を避け
るため、入場人数の制限を設けたが、今後の世の中の動向を注視しながら徐々に緩
和していきたい。

令和５年度以降の
方向性

アトリエ案内については新型コロナウイルス感染症からの新たな日常に向けて、感染
症対策を徹底した上で、再開したい。

総 合 評 価 継続（現状維持） 誘客効果、生涯学習へ貢献している。

令 和 ３ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

平松名誉館長による案内は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止したが、画
家のアトリエが見学できるという独自性や話題性があり、誘客効果及び生涯学習へ貢
献する効果があった。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理
導入の可能性 2 事業の性質上、町の事業として実施することが望ましい。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 4

来館者へのアトリエ案内や小中学生のアトリエ訪問などを実施
し、効果を上げている。ただし、令和２、３年度については、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 4 入館者は見学自由としている。

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 4
美術館内の施設であり、町が実施することが望まし
い。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

3
施設整備に経費がかかっているが、事業の独自性が
高く、効果が得られている。

社会教育課美術館(アトリエ公開事業）



令和４年度事務事業評価シート

令和５年　月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

総入館者数 事業の成果 人 12,932 15,912 17,500

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金 12,785,000

県支出金

地方債

一般財源 3,026,736 13,167,901 9,982,380

財源合計 15,811,736 13,167,901 9,982,380

その他特定財源

施工件数 件 1 1 1

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和２年度 令和３年度 目標値

事業費 15,095,300 12,116,000 8,954,000

内　　容 雨漏り改修工事

コ
ス
ト

区  分 令和２年度（決算） 令和３年度（決算） 令和４年度（見込）

人
件
費

常勤職員 716,436

人件費合計 716,436 1,051,901 1,028,380

総事業費 15,811,736 13,167,901 9,982,380

1,051,901 1,028,380

会計年度任用職員等

目　　的 美術館のイメージアップや環境改善のため、美術館施設の整備をする。

対　　象 美術館利用者

13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段 該当なし

関 連 する 個 別 計 画

SDGsとの関連

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用 9ｲﾝﾌﾗ等

○

10不平等 11都市 12生産と消費

ゆがわら2011プラン
後 期 基 本 計 画

生涯を通じて学び豊
かな心を育むまちづく
り

文化芸術の振興・
保存

文化芸術 町民文化芸術活
動の支援

美術館の充実・活用
Ｐ137 4 Ⅱ 7 (2) ②

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド 会計 01 09 07 04

事 業 番 号 11670 担 当 課 等 社会教育課　美術館

事 務 事 業 名 美術館施設整備事業

事 業 開 始 年 度 平成 30

社会教育課美術館(施設整備事業）



３　令和３年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和５年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和４年度の見直し
及び改善

（実績または予定）
令和３、４年度の継続費で雨漏り改修工事を実施する。

令和５年度以降の
方向性

建物や設備が老朽化しているため、引き続き必要な部分の改修を検討する。

総 合 評 価 継続（現状維持）
環境を維持するため、継続して必要な整備を行う
必要がある。

令 和 ３ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

空調設備更新工事を実施し、新型コロナウイルス感染症拡大対策等の環境が改善さ
れた。また、令和３、４年度の継続費で雨漏り改修工事を実施する。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理
導入の可能性 2 町所有の施設であるため

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5 老朽化した施設を更新できた

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 3 美術館利用者が対象のため

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5 町所有の施設であるため

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5 省エネ化及び環境が改善された

社会教育課美術館(施設整備事業）


